
 
 

地域博物館における民具資料の資源化に向けて 
――唐箕の地域的展開を通して―― 

 

吉留 徹 

 

１ はじめに 

 平成の市町村合併を契機として、各市町村にある地域博物館１）は統合あるいは閉館、人
員削減、正規職員から嘱託職員（非正規）への転換、2 館を扱う兼務業務や「雑芸員」化
等といった事態を招き、館の管理運営についても行政直営から指定管理に移行するといっ

た体制そのものも改変されるという状況が生起しているのは周知のとおりであろう。近年

では公共施設マネジメントの推進で、先行きが不透明な財政運営のなか行政施設の廃止や

統合、指定管理の導入の検討など地域博物館などのハコモノはその対象にあがっている。 
また、民具資料を収集、調査研究活動をおこなう地域博物館にあっては、「同じものをい

ったいどれだけ収集するのか？」、「置く場所もないのに何故収集するのか？」、「人が使わ

なくなって捨てるようなもの（ゴミ）を何故集めるのか？」等々特に民具資料に対しての

冷ややかな声は行政内部だけでなく外部からも発せられ、建物はもちろんのこと民具資料

そのものを廃棄する危険さえあるのも事実である 2）。 
このような状況のなかで、今後どのように民具資料を資源化 3）していくかは、行政組織

のなかにある地域博物館においては大きな課題である。数多く集めることやそこから何を

見出していくのか、そのことから地域に何を還元させることが可能なのか。本論では、こ

のような地域博物館である下関市立豊北町歴史民俗資料館（旧豊北町歴史民俗資料館）に

おいて、合併後に豊北町以外に収集する機会を得た民具資料も含めて一事例として、地方

における民具資料の資源化について考えてみたい。 
 
２ 民具資料の資源化へ向けて－唐箕の形態的分類と分析－ 
今回取り上げる民具資料は、筆者が在籍する下関市立豊北歴史民俗資料館（太翔館）4） 
で、数量的にも多く、また紀年銘（年号のある）が比較的記入されている「唐箕」である。

唐箕はいうまでもなく米、豆類等の穀物そのものとそれに混じるシイラ、芥、籾殻といっ

た塵を選別する道具である。「唐箕は高価なもので、名主など富裕層の農民にしか持てるも

のではなかったろう」（佐々木 1981:101 ）といわれる。近世資料における唐箕使用例は『和
漢三才図会』（1713年正徳年間）とされるが、それ以前『会津農書』（1684貞享元年）の
なかに「颺扇」（唐箕）が出ており、江戸時代初期にはすでに使用されていたことがわかる

（佐々木 1983: 10）。なお、山口県においては『明治十四年農談会日誌』に「扇車」（山口
県周防国吉敷郡）という名称が確認される 5）。紀年銘農具のなかでも唐箕に関する調査は、

日本常民文化研究所（現：神奈川大学日本常民文化研究所）が昭和 54.55年「文化庁民俗
資料緊急調査補助事業」として『紀年銘（年号のある民具）に関する調査』を実施し、地
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域博物館の協力のもとに全国的に資料集成され、理論化が進められた。 
そのなかで、小坂は５つの指標〔脚、樋口、漏斗部分、扇車を支える軸の支持方法、落

下量調節装置（方法）〕から、東日本は６脚以上多脚、一番口（手前）が正面、二番口が背

面、固定舟型、取手部に短い束の柱、さしこみ式。それに対し、西日本は４脚、樋口が正

面、可動型、把手部の柱が天地、はね板・回転式として「東日本型・西日本型」に分類す

る。（小坂 1980: 125-127）小谷は〔漏斗、調整部、調整方法、口、翼車軸、脚部、落とし
口、調整部幅、握手、比例〕10指標にて分類をおこない（小谷 1981:4）、西日本では「大
阪の農人橋京屋で作られた、京屋型もしくはそれに類似するものが近畿、中国、四国に集

中」し、東日本では「各唐箕にそれぞれ地域的特色があり、分散的な傾向がみられ、商業

的な交流および大阪の支配力が強かったため」であろうとしている（小谷 1981:5）。さら
に近藤はこれらの分類指標を批判的に再検討し、耐久性、変容が少ない翼車支持方法によ

る新たな形態５分類指標〔①主柱支持型②脚柱支持型③横木支持型④縦木支持型⑤X脚支
持型〕を用い（近藤 1991:771）、「形態差」から「製作技術の系譜」、「伝播と流通」状況と
いった江戸時代および明治時代の唐箕に関して、全国的な分布傾向を明らかにしている。 
近藤の分析指標に対し、河野は主軸支持による分類では、地域的分布については京屋系

の歴史的変遷が見られなくなっていると指摘、地方の在来系唐箕から改良唐箕への変遷を

含めての近代以降の変遷の重要性を説き、小坂や小谷の用いた分類基準の有効性を指摘し

ている（河野 2013: 18）。 
 近藤の翼車支持方法による研究から、西日本においては、近畿、中国、四国に集中する

標準型として「京屋製唐箕」および「準京屋」「京屋ブランド」（大阪：上方）が席巻し、

主柱支持型は中部西部地方から九州地方に展開、京屋、準京屋、熊本式に分類されるとさ

れ（近藤 1991:771）、中国地方の地域的傾向として、山陽側：主柱支持、山陰側：横木支
持（二塚系）があり、江戸・明治時代の銘文をもつ縦木支持型はないとされる（近藤 1991: 
811）。しかし、中国西部地域には調査が及んでおらず（近藤 1991: 787）、その実態につい
てはわからないのが実情であろう。そこで、河野がまとめた指標と近藤指標を取り入れな

がら形態的に分類し、唐箕という一農具（民具）の実態から「モノ」をどのように資源化

ができるか考えてみたい。 
－事例 豊北町域および周辺の唐箕 豊北歴史民俗資料館所蔵資料より－ 
資料館所蔵の唐箕資料は【表-１唐箕一覧】のとおりで、個体数は 19点、漏斗部分は欠
如するものが多いが、いわゆる在来型（大型）民具〔Ａ型〕7 点【図Ⅰ〈図・写真〉在来
型唐箕】と近代型（改良小型）民具〔Ｂ型〕12点【図Ⅱ〈写真〉近代型唐箕】である。在
来型はいずれも４本脚、樋口が前面、漏斗は可動型等西日本型に分類されるが、扇車（翼

車）取付部分によるとⅠ類：主柱支持型によるもの 4点とⅡ類：縦木支持型によるもの 3
点に分類できる。近代型ＢについてはⅠ類：主柱型は確認されず、Ⅱ類：縦木型支持型の

山口県熊毛町製作「奈良屋式」(写①)3点、同県光市製作「ヒカリ式」(写③)、それに類似
した唐箕(写②)および山口市「防長式」(写④)の計 6点、Ⅲ類：脚柱支持型は愛媛県越智郡 
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小西村安野農具製作所「安野式ウチバ唐箕」3点(写⑤) と同系(写⑥)のもの、さらに漏斗
部分が固定される大分県竹田市松本農具製作所「松本式」(写⑦)の計 5点、Ⅳ類：横木支 
持型(写⑧)に分類される。 
 在来型については主柱支持型：A 型‐Ⅰ類は明治 24 年に豊北町神玉村三澤唐箕製作所
にて製作されたと思われるもの(図①)、昭和 3年改良したもの(図②)、それを模倣したと思
われる豊北町滝部上市の中村製作所(図③)、また明治 9 年豊浦町殿居で製作された今回一
番古いものが確認できた(写 A)。三澤唐箕製作所製は風胴部の上貫の上にさらに桟を入れ
格子状に組まれ、頑丈堅固な感じを受ける。主柱支持型の代表である京屋系（図Ⅲ参照）

に付加したもののように思える。中村製も同形式を踏襲して、当時 3 円で製造していた。
三澤唐箕製作所については「大正から昭和初期にかけて神玉村西沢においてあった三沢好

松（万石・唐箕）、三沢浅吉（万石・唐箕）、三沢熊一（唐箕）が製作、昭和 18 年頃まで
三沢京助によって製作され大津郡油谷・日置町農家に出荷していた。」（豊北町 1994：1062）
とあるように、好松－浅吉－熊一－京助の関係については現時点では不明であるが、豊北

町近隣周辺の長門北浦沿岸地域に分布していたと思われる。 
A型－Ⅱ類縦木支持型は旧下関市清末町(図④)、使用地不明〔長府か？〕(図⑤)および山
口県宇部市（写 B）より採集された資料で、豊北町では使用されていない。清末町阿内の
唐箕は、明治 16年 8月福岡県豊前築上町小山喜平製作を購入したものを、昭和 14年 4月
神玉村三澤京助の三澤製作所にて扇（翼）車部分に取付・修繕（ベアリングの取付）され

たものであることが紀年銘より判明する。なお、『豊北町史二』の唐箕写真（豊北町 1994：
1063）には「無類大極請負唐箕三澤熊式製」「明治丗九年旧九月四日製第二百拾六号」の
縦木支持型のものが認められる。恐らく三澤熊一によるものと思われるが、資料館には現

存していない。扇（翼）車支持部が主柱から縦木へと変化したのか、他の「三澤」を名乗

る製作所で差異化をはかったのか。あるいは上記のように修繕や改良の際に変更されたの

か判明しないが、豊北地域にはこれら 2系統の唐箕があったことが確認されよう。 
B型－Ⅱ類縦木支持型はいずれも山口県周防部地域（山陽側）にて製作されたもので、

特に熊毛町の「奈良屋式」(写①)は昭和 40年豊北町阿川農業協同組合（昭和 41年豊北町
農業協同組合に合併）を通し入手され、豊北地域に昭和 50 年頃まであったといわれ、豊
北町に普及したものという 6）。「ヒカリ式」は昭和 20年以前、滝部の農機具屋を介し豊北
町角島で使用したものという 7）。および同系の不明唐箕はいずれも似た形式である（Ⅱ類

a）。同じ縦木型であるが「防長式」は風胴の上に台を付けるための柱があり、漏斗と風胴
が接し、把手部分が低い（Ⅱ類ｂ）という別の型式を有している。 

B型－Ⅲ類「安野式ウチバ唐箕」(写⑤)は昭和 24年の紀銘があり、下関市垢田、豊浦町
および豊北町で使用とされるが、豊北町では扱っていなかった 8）ともいわれる。また、か

つて四国のハンドウ船（陶磁器類の輸送船）が往来していたといわれる、豊北町粟野浦で

は「ウチバ唐箕」に非常に類似した唐箕（写真②）が採集されており、恐らく戦後少しの

間だけ粟野にあった藤井製作所 9）が模倣して製作したのではないかと思われる。いずれに 
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せよ、豊北町内で普及したかどうかは判然としない。ただ、これらの分布（図Ⅳ：唐箕分 
布図）をみると響灘沿岸地域に分布していることがわかる。「松本式」は同じ脚柱だが、吸

気口、漏斗が固定等明らかに構造が「安野式」とことなり、別系統のものと思われる。 
現時点の少ない資料からの判断でまだ十分な調査も進んでいないが、豊北地域の唐箕に

ついて以下のことが指摘できよう。 
１）大型唐箕は全体的には「西日本型」であるが、形態的には次の２つに分類される。 
Ⅰ類：主柱支持は、豊北町および豊田町で確認される。京屋系であるが、豊北町のもの

は風胴部を格子状に囲むところに特徴が見出され、この地域にある製作者（所）の意匠に

よる地域的特徴を示すものと考えられる。 
Ⅱ類：全体的には「西日本型」であるが、「東日本型」といわれる縦木支持が旧下関市域、

山陽地域で確認される。 
２）戦前まで豊北町神玉村に「三澤唐箕製作所」があり、一つの唐箕製作地であった。 
３）改良唐箕については、Ⅰ類：主柱型は確認されず、Ⅱ類：縦木支持型「奈良屋式」、「ヒ

カリ式」等は同系でⅡ類 aと「防長式」Ⅱ類ｂに分類ができる。Ⅲ類：脚柱支持型にはな
るが、「安野式」と漏斗固定型「松本式」は別系統と考えられる。Ⅳ類：横木支持型が確認

される。なお、豊北地域では「奈良屋式」が多く流入しているが、山陽地域に分布する縦

木支持型の在来唐箕との関連も窺わせるが、今後の課題である。 
４）唐箕の流通については、「在来唐箕」は豊北町で製作されたものが近隣周辺の長門北浦

沿岸地域に分布していくと思われるが、他のものについては不明。「改良唐箕」は戦後の農

業会から各村農業協同組合、さらには昭和の市町村合併に伴う町農業組合への統合と戦後

の農業技術の普及制度とも関わるが、豊北町地域では農協や個人経営の農業機具販売会社

を仲介して戦後から改良唐箕が出始めると、次第に場所をとる大型唐箕から転化するとい

うが 10）、具体的な流通経路については、交通網の発達や商圏の拡大とともにどのように展

開するか、技術者の系譜や移動も含め、今後の課題として残る。 
このように形態分類の分析からは、「モノ」と「人」の交流がおぼろげながら見えてくる。

合併を機に地域も広くなり、情報も増えてくるなかで、これら交流が生まれる地域も含め

た新しい地域設定のなかで、地域博物館の新しい役割が必要となっていく。 
 
３ 今後の課題 
地域に継承された民具資料の集積と形態的類型化による比較という民具学的手法は、そ

の地域の特徴を見出す手法として、一地域博物館所蔵資料からでも可能であり、地域の歴

史的変遷の手がかりとなる。しかし、それを資源化するためには、「これらの技術背景にあ

る暮らしをまとめた技術文化」（坪郷 2010:211）というようにその背景を含めた資料収集・
整理分析が必要となる。しかし、地域博物館には、まだ死蔵化している多くの資料群があ

る。これらの資料群から情報の抽出、共有化ができるシステムを構築し、さらには閲覧で

きるような資料提供をおこなうことが望まれる。そして、多くの研究者の目を通し、新し
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い視点や視角での再調査は今後とも必要であろう。近年では四国民具研究会を中心とした

紀年銘民具調査の蓄積 11）や氷見市立博物館による農具資料の集成調査分析 12）は現在の民

具研究の基礎データの見直しと、技術革新が進む明治以降の近代化への対応、あるいは第

二次大戦後から高度経済成長期に「モノ」と人がどのように関わっていくのか、「モノ」に

対する人の価値観の変化そのものを考える上でも、非常に重要な取組がおこなわれている。 
資料の資源化のためには、まずは収蔵あるいは所蔵資料のデータ化そのものが喫緊な課

題である。そのためにも地域博物館において民具をみる学芸員をはじめ、資料整理を実施

する人的支援は不可欠な存在である。例えば山口県では「みんぞくの会」（会長：坪郷英彦）

等が中心となり、県内各大学、博物館と連携をはかりながら、県下の資料整理を実施する

ことが考えられよう。また、資料に関する情報は SNS などを利用しながら、地域内外か
ら様々な情報を入手することができるようなシステムが望まれる 13）。博物館においては、

形態的分類からさらに実際の民具（農具：唐箕）を使用し、機能そのものの比較検討をお

こなうために、学校、地域住民等一般市民の参画のもと体験学習の一環として実施するな

ど、資料に対する情報を補完していく必要があろう。これらのことは、すでに実践されて

いる博物館も多くあろう。しかし、例えば昔の道具を使った体験学習に、経験した人を講

師として招き、実施しているところも多かろうが、いずれそのような人材がいなくなって

しまった場合には、学芸員自らがその技術を継承し、実践していかなければならない時代

（すでに実施される所も多いだろう）が来ている。民具資料が地域の文化資源となるため

には、民具資料という「モノ」だけでなく、それをどう使いこなすか、その背景にある技

術文化を伝えてはじめて民具資料の資源化にも繋がることにもなろう。その意味では、地

域博物館そのものが、「伝承の場」であり、民具資料を使って実践できるような「専門職」

としての学芸員の確保、およびその育成こそが、地域資源化の重要な核となろう。 
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うになりました。まだまだ基礎もわからず、資料整理もおぼつかない状況ですが、今回こ

のような機会を与えていただきありがとうございました。今後ともご指導ご鞭撻いただき

ますようお願い申し上げます。 

 
 
 
［注］ 
1）ここでいう地域博物館は、「博物館法」（昭和 26年法律第 285号）第 18条に基づき教育委員会が所管

する登録博物館をはじめ、相当施設および類似施設といわれるような「博物館法」でなく「地方教育行政
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の組織及び運営に関する法律」（昭和 31年法律第 162号）第 30条によって規定された郷土資料館といわ

れる地域の歴史文化や地域の偉人を顕彰するような、地域に密着した博物館および資料館を指す。特に本

論ではいわゆる市町村立の歴史民俗系博物館、資料館を指す。 

2）例えば唐箕のような大型民具であれば、展示や保管場所の問題から多少形が異なる唐箕は必要なく、

１つの唐箕があればそれで済むとの考えから、処分された例を聞いたことがある。 
3）ここでいう「資源化」は、「埋もれた膨大な文化資料体のなかから、発掘され、価値づけられ、活用さ

れてはじめて資源になる」（山下晋司 「文化という資源」内堀基光編『資源と人間』資源人類学 1（2007）

弘文堂）の定義に準じる。 

4）下関市立豊北歴史民俗資料館（通称：太翔館）は、山口県西部に位置する豊北町にある資料館である。

平成 17年下関、菊川町、豊浦町、豊北町の１市 4町による市町村合併に伴い、名称を変更する。旧豊北

町時代、昭和 55年旧滝部小学校（山口県指定有形民俗文化財）を郷土資料館として活用するため、地域

住民の手によって歴史、民俗、教育、芸術文化等々様々な分野の資料が収集される。平成 19年より建物

は文化財保存修理工事を実施し、館内にあった民具資料は空校舎へ移動、文書資料や教育資料等の地域の

歴史民俗文化を市民参画のもとに企画展示し、文化財を活用した、郷土資料を学ぶ学習施設として平成

23年リニューアル開館した。 
5）農業発達史調査会編『日本農業発達史』第 1巻（昭和 28年発行）所収 農務局「農談會日誌」 

6）～10）は現在滝部で農機器類を取り扱っている豊関農機販売株式会社（旧西村農機株式会社：昭和 5

年創業）会長西村修氏〔昭和 5年生〕のご教示による。滝部地域には鍛冶屋などがあって唐箕を作ってい

たというが、唐箕を扱っていたのは自分のところか農協であったという。「奈良屋式」は昭和 55年まで、

山口県で最後まであった農具製作所であったという。「ヒカリ式」や「ウチバ式」は取り扱った記憶はな

いという。氏によれば、先進地の唐箕などの情報はヤンマーなど農機具メーカー（エンジン）の営業で各

地を回る人が各地の農機具販売店（ヤンマーの販売代理店）などに提供していたという。 

11）織野英史や磯本宏紀による唐箕研究等。詳細は四国民具研究会発行の『民具集積』を参照されたい。 

12）氷見市立博物館編特別展解説図録『氷見の昔の道具たち』－民具からみる地域のくらし－2016等 

13）公立博物館では個人情報保護法をはじめ情報セキュリティが厳しいため、実現するには難しいのが現

状であるかもしれない。 
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製
作
所

大
田
式
唐
箕

昭
和
2
0
年
以
前

4
9
7
.2
/
9
6
.4

〔
1
2
0
.1
〕

4
3
.7
/
3
6
.6

2
5
.3

7
7
.5
/
4

縦
木

5
7
.5
×
5
7
.5
×
2
3
.2

ハ
ネ
板

（
留
金
式
）

取
外
可
能

前
面

向
替

（
両
面
可
動
）

昭
和
2
0
年
以
前
に
滝
部

（
豊
北
町
）
の
農
機
具
屋
が

販
売
し
に
き
て
い
た
。
当
時

８
円
程
度
で
購
入

全
国
農
具
共
進
会
最
高

賞
受
領

「
大
田
農
具
製
作
所
」

（
風
胴
部
前
面
右
柱
孔
版
印
刷
）

「
光
市
上
島
田
」

（
風
胴
部
前
面
左
柱
孔
版
印
刷
）

【
ラ
ベ
ル
】
（
風
胴
部
前
面
）

山
口
縣
奨
励
農
機

大
田
式
唐
箕

ヒ
カ
リ
号

小
型
の
元
祖

比
較
審
査
最
髙
第
一
位
入
選

写
③

1
3
近
代

（
改
良
唐
箕
）

下
関
市
豊
北
町
？

山
口
市

小
郡
防
長
農
業
有
限
会
社

防
長
号

4
1
1
8
.8
/
1
1
3
.5

〔
1
2
2
〕

4
2
/
3
6
.5

3
0
7
6
.5
/
4

縦
木

6
1
.5
×
5
5
.5
×
2
5

ハ
ネ
板

（
留
金
式
）

取
外
可
能

一
番
口
前
面

(固
定
）

二
番
口
前
面

（
両
面
可
能
）

台
付

「
防
長
号
規
格
製

（
風
胴
部
前
面
右
柱
部
孔
版
印
刷
）

「
山
口
市
小
郡
防
長
農
機
有
限
会
社
製
」

（
風
胴
部
前
面
左
柱
部
孔
版
印
刷
）

写
④

1
4
近
代

（
改
良
唐
箕
）

下
関
市
垢
田
町

愛
媛
縣
越

智
郡
小
西

村

安
野
農
具
製
作
所

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

4
9
6
.6
/
9
5
.5

〔
1
2
0
〕

4
3
.2
/
3
6
.5

3
2
.5

8
1
/
4

脚
柱

7
8
×
4
5
.3
×
2
9

ハ
ネ
板

（
ス
ラ
イ
ド

式
）

一
番
口
前
面

(固
定
）

二
番
口
前
面

（
両
面
可
能
）

安
野
農
具
製
作
所
製
造

（
前
面
風
胴
部
脚
柱
孔
版
印
刷
）

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

（
前
面
選
別
部
左
柱
孔
版
印
刷
）

写
⑤

1
5
近
代

（
改
良
唐
箕
）

豊
浦
町
涌
田

【
下
関
市
豊
浦
町
】

愛
媛
縣
越

智
郡
小
西

村

安
野
農
具
製
作
所

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

昭
和
2
4
年

4
9
6
.9
/
9
5
.8

〔
1
1
9
.8
〕

4
3
.4
/
3
6
.4

3
2
.5

8
0
.5
/
4

脚
柱

7
7
×
4
6
.5
×
2
7
.5

ハ
ネ
板

（
ス
ラ
イ
ド

式
）

一
番
口
前
面

(固
定
）

二
番
口
前
面

（
両
面
可
能
）

安
野
農
具
製
作
所
製
造

（
前
面
風
胴
部
脚
柱
孔
版
印
刷
）

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

（
前
面
選
別
部
左
柱
孔
版
印
刷
）

　

1
6
近
代

（
改
良
唐
箕
）

豊
北
町
？

愛
媛
縣
越

智
郡
小
西

村

安
野
農
具
製
作
所

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

9
3
.7
/
9
5
.3

〔
1
1
9
.8
〕

4
3
.2
/
3
6
.4

4
4
.8

8
0
.5
/
4

脚
柱

7
7
.6
×
4
6
.1
×
2
8

ハ
ネ
板

（
ス
ラ
イ
ド

式
）

一
番
口
前
面

(固
定
）

二
番
口
前
面

（
両
面
可
能
）

安
野
農
具
製
作
所
製
造

（
前
面
風
胴
部
脚
柱
孔
版
印
刷
）

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕

（
前
面
選
別
部
左
柱
孔
版
印
刷
）

　

1
7
近
代

（
改
良
唐
箕
）

豊
北
町
大
字
粟
野

粟
野
浦

【
下
関
市
粟
野
】

豊
北
町

粟
野
？

藤
井
製
作
所
？

4
9
9
.4
/
9
6
.8

〔
1
1
7
.5
〕

4
3
.2
/
3
6
.6

3
2
7
8
/
4

脚
柱

7
2
.6
×
4
4
.5
×
2
8

ハ
ネ
板

（
ス
ラ
イ
ド

式
）

前
面

（
固
定
）

安
野
式
ウ
チ
バ
唐
箕
を
模

倣
し
て
製
作
し
た
も
の
か

形
状
類
似

「
粟
野
浦
　
重
中
本
家
」

（
マ
ジ
ッ
ク
書
）

写
⑥

1
8
近
代

（
改
良
唐
箕
）

豊
北
町
大
字
肥
中

大
分
県
竹

田
市

松
本
農
具
製
作
所

松
本
秀
一
郎

松
本
式

4
9
8
/
9
6
.3

〔
1
0
7
.8
〕

4
3
.1
/
3
6
.5

2
8
7
0
/
4

脚
柱

6
0
.7
×
4
1
×
2
0
.5

ハ
ネ
板

（
留
金
式
）

固
定

前
面

前
後
差
替

（
両
面
可
動
）

松
本
式
　
大
分
県
竹
田
市

松
本
農
具
製
作
所

写
⑦

1
9
近
代

（
改
良
唐
箕
）

下
関
市
福
江

4
1
1
3
.3
/
1
0
6
.2

〔
1
2
6
.5
〕

4
2
.3
/
3
6
.5

2
9
.5

7
2
.8
/
4

横
木

6
3
×
4
5
×
2
9

ハ
ネ
板

（
回
転
式
）

固
定

前
面

（
固
定
）

台
付

写
⑧

〔
註
〕
一
覧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
河
野
通
明
　
「
四
国
の
民
具
を
計
測
比
較
し
よ
う
－
馬
鍬
・
犂
・
農
耕
鞍
・
唐
箕
・
万
石
通
し
の
計
測
ポ
イ
ン
ト
－
」
『
民
具
集
積
』
四
国
民
具
研
究
会
1
6
号
（
2
0
1
4
）
を
参
考
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
変
参
考
に
な
り
、
記
し
て
感
謝
い
た
し
た
い
。

　
　
　
な
お
、
本
論
他
図
表
作
成
に
あ
た
り
、
土
井
ヶ
浜
遺
跡
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
近
藤
な
ぎ
さ
（
計
測
）
･岡

部
寛
子
（
ト
レ
ー
ス
）
・
矢
田
智
美
・
村
田
恵
理
（
以
上
京
屋
系
唐
箕
略
図
）
・
高
椋
浩
史
（
地
図
）
　
各
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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